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◎特集
高齢者福祉事業
ー 老後を笑顔で迎えるために ―



２

　「菜の花畑」（４月29日／東下野出島）

今月の表紙

　今月号の表紙は、４月30
日に行われた「第21回権

ごん

太
た

倉
くら

山山開き」で、手作りの
登山用の杖、約1,000本を
市に寄贈した、金

か ね

子
こ

弘
ひ ろ

忠
た だ

さ
ん（ 小 田 川・84歳 ） と 妻
良
り ょ う こ

子さん（85歳）です。
　杖作りが大好きという弘
忠さん。健康の秘訣は近く
の山に出掛けることです。
弘忠さんが杖を作る様子を
優しく見守る良子さんが印
象的でした。

目次 2016. ６. １　Ｎｏ.127- ＣＯＮＴＥＮＴＳ -

02　季節の写真／今月の表紙／目次
03　特集／老後を笑顔で迎えるために
08　Ｔｏｐｉｃｓ
10　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ１／平成28年度当初予算
12　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ２／歴史的風致維持向上地区計画　ほか
14　ラウンジ～様々な情報をお届け～
16　図書館情報
17　白河文化交流館「コミネス」情報
18　施設情報／歴史民俗資料館、集古苑、市民会館　ほか
19　白河が誇る優れた産品を紹介！／白河歴史人物伝
20　くらしの情報館
24　子育て情報
25　保健情報
26　日曜窓口・納期限／人口／献血　ほか
27　市長の手控え帖
28　今月号の締めの一杯／人物Ｒｅｐｏｒｔ

３

老
後
を
笑
顔
で

　
迎
え
る
た
め
に

特 集

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
た
い
。
こ
れ
は
誰
も

が
思
う
こ
と
で
す
。
こ
の
願
い
を
か
な

え
る
た
め
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

高
齢
者
を
見
守
り
、
支
援
す
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
老
い
」
は
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
3
人
に
1
人
が
高
齢
者
と
な
る

日
も
近
い
将
来
。
老
後
を
笑
顔
で
迎
え

る
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
は
何
か
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。



４
人
に
１
人
が
高
齢
者

　
世
界
に
類
を
見
な
い
速
さ
で
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
日
本
。
団
塊

の
世
代
（
昭
和
22
年
か
ら
24
年
生

ま
れ
）
が
65
歳
を
迎
え
た
今
、
国

民
の
4
人
に
1
人
が
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
人
口
は
、
平
成
28
年
４

月
１
日
現
在
で
6
万
２
５
３
２
人
。

う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は

1
万
６
２
９
０
人
で
、
高
齢
化
率

は
2
６・１
％
。

　

今
後
、
総
人
口
が
緩
や
か
に

減
少
し
て
い
く
中
、
高
齢
化
率

は
伸
び
続
け
、
団
塊
の
世
代
が

75
歳
を
迎
え
る
平
成
37
年
に
は
、

３
１・
７
％
に
な
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加

　
平
成
27
年
度
に
市
が
実
施
し
た

調
査
で
は
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者

の
う
ち
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

数
は
１
９
８
０
人
で
、
約
６
人
に

１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

自
分
自
身
の
生
き
が
い
づ
く
り

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

活
動
を
通
し
て
介
護
予
防
を
推
進

す
る
取
り
組
み
「
介
護
支
援
い
き

い
き
長
寿
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
、

昨
年
９
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
が
介
護
施
設
や
要
介
護

高
齢
者
の
自
宅
な
ど
で
介
護
支
援

活
動
を
行
う
と
、
活
動
実
績
に
応

じ
て
評
価
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、

最
大
５
千
円
ま
で
換
金
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
散
歩
の
補
助
や

話
し
相
手
な
ど
、
特
別
な
知
識
や

５ ４

生
き
が
い
づ
く
り
で
介
護
支
援

▲介護施設で入居者の方と会話をする岡部さん

新
た
な
高
齢
社
会
を
迎
え
て

　きっかけは市が実施して
いた保健事業を引き継いだ
ことでした。初めは何をす
ればいいのか分らず不安で
したが、自分も楽しめるメ
ニューを取り入れたら好評
で、今では次に何をやるか
考えるのがとても楽しみで
す。高齢者サポーター

佐
さ く ま

久間和
か ず こ

子さん

ｎｔｅｒｖｉｅｗ

高齢者サロンで聞きました
あったかセンターひだまり（東坂本）

高齢者サポ―タ―養成講座

あったかセンター中新城（大信中新城）

参加者
佐

さ く ま

久間正
ま さ あ き

章さん

　高齢者サロン「あったかセンター」の運
営に協力していただける方を募集していま
す。講座を受講して、サロンの運営に参加
してみませんか。
◦日　時　７月 ８日㈮／午後２時から
　　　　　　　15日㈮／午前10時から
　　　　　　　20日㈬／午後２時から
　　　　　　　29日㈮／午後２時から
　　　　　※全４回・各回90分程度
◦会　場　中央老人福祉センター「白寿
　　　　　園」（北中川原）
◦対象者　すべての講座を受講できる市内
　　　　　在住の方で、講座終了後ボラン
　　　　　ティア活動ができる方
◦申込期限　６月30日㈭まで　※申込者には
　　　　　後日、詳細をお知らせします。
◦申し込み・問い合わせ先
　本庁舎高齢福祉課　内2729

高齢者サポーター
戸
と く ら

倉和
か ず こ

子さん

　みんなで集まることが楽
しみです。普段、地域の方
と顔を合わせる機会も少な
いので、月に２回のサロン
を心待ちにしています。み
んなで歌を歌ったり、一緒
に体を動かすことで、サロ
ンの後は心身共に健康にな
った気分です。

　無理せず気軽に月１回運
営しています。昨年立ち上
げたばかりのなので、講師
の先生を呼んで体操したり
歌ったり、いろいろ勉強し
ながら活動しています。皆
さん元気な方ばかりで、次
のサロンをとても心待ちに
してくれています。

１．口腔のケアについて講師から学ぶ（あったかセンターひだまり）　２．お茶を飲みながら楽しく歓談（あったかセンター久田野）
３．ラフターヨガで講師とハイタッチ（あったかセンター中新城）／高齢者サロンあったかセンター事業

１３

２

岡
お か

部
べ

光
み つ

男
お

さん（真舟）
　退職後、自分自身の健康づくり、生
きがいづくりのため、この活動を始め
ました。週１回、介護施設でシーツの
交換や入居者の方のお話し相手などを
しています。この活動を通じ、様々な
人と出会えたことが大きな喜びです。

技
術
は
い
ら
な
い
簡
単
な
も
の
で

す
。
参
加
者
の
中
に
は
、
ポ
イ
ン

ト
よ
り
も
自
ら
の
生
き
が
い
や
介

護
予
防
の
た
め
、
こ
の
活
動
に
参

加
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

居
場
所
づ
く
り
で
介
護
予
防

　
高
齢
者
が
寂
し
さ
や
不
安
を
感

じ
た
り
、
孤
立
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
参
加
者
同
士
が
楽
し
く
交

流
で
き
る
居
場
所
を
提
供
し
て
い

る
の
が
、
今
年
で
７
年
目
を
迎
え

る
「
高
齢
者
サ
ロ
ン
あ
っ
た
か
セ

ン
タ
ー
事
業
」
で
す
。

I

　
高
齢
者
が
歩
い
て
通
え
る
地
域

の
集
会
所
な
ど
を
利
用
し
、
月
に

１・
２
回
、
歌
や
体
操
を
楽
し
ん

だ
り
、
講
師
を
招
い
て
健
康
講
座

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ

ン
を
運
営
す
る
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
高
齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー
と
協

力
員
。
年
１
回
開
催
さ
れ
る
養
成

講
座
を
受
講
す
れ
ば
、
誰
で
も
サ

ロ
ン
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
、

介
護
予
防
事
業
と
し
て
運
営
費
の

一
部
を
市
が
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
27
か
所
に
サ
ロ
ン

が
設
置
さ
れ
、
１
８
０
人
の
高
齢

者
サ
ポ
ー
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
自
主
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ
サ
ロ

ン
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

は
６
４
７
世
帯
で
、
高
齢
者
の
核

家
族
化
が
う
か
が
え
ま
す
。

高
齢
者
の
生
活
の
実
態

　
市
で
は
、
平
成
26
年
に
高
齢
者

の
日
常
生
活
の
状
況
や
健
康
状
態
、

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

意
見
を
把
握
す
る
た
め
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、「
日

常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、「
普
段
の
生
活

で
介
護
・
介
助
の
必
要
が
な
く
、

日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
高
齢
者

が
多
い
こ
と
」「
日
中
一
人
で
過
ご

す
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
」

「
将
来
自
宅
で
の
介
護
を
希
望
し

て
い
る
高
齢
者
が
多
い
こ
と
」
が

分
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
町
内
会
・
自
治
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
な

ど
、
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
高
齢
者
が
多
い
こ
と
」

な
ど
も
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
高
齢
社
会
を
元

気
に
過
ご
し
、
介
護
予
防
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

▲血圧測定で健康チェック（あったかセンターひだまり）

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ 介護支援いきいき長寿ポイント



　
認
知
症
は
、
ご
く
親
し
い
人
で

な
い
と
気
づ
か
な
い
よ
う
な
さ
細

な
症
状
か
ら
進
行
し
ま
す
。
家
族

や
親
し
い
人
に
と
っ
て
、
身
近
な

人
が
認
知
症
で
あ
る
と
い
う
現
実

を
受
け
止
め
る
の
は
難
し
い
こ
と

で
す
。
そ
の
場
を
や
り
過
ご
し
、

認
知
症
へ
の
対
応
が
遅
れ
、
ど
う

に
も
な
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
初

め
て
施
設
に
入
所
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
初
期
の
場
合
、
投
薬

に
よ
り
症
状
を
遅
ら
せ
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
、
普
段
の
生
活
が
で

き
る
早
目
の
段
階
で
、
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
白
河
は
、
地
域
で
認
知
症
高
齢

６７

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
医
療
、
介
護
、
住
ま

い
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
な
ど
、

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
仕
組
み
が
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。

　
市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
間
事
業
者
な
ど

と
連
携
し
、
地
域
の
特
性
に
合
っ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
、
よ

り
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
社
会

　
新
た
な
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、

高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

経
験
や
技
術
を
い
か
し
、
地
域
サ

ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
な
り
、
様
々

な
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
そ
の
活
動
が
社
会
貢

　自宅に高齢者がいたことから、
何かの役に立てればと思い、こ
の活動に参加しました。月に１
回、５人グル―プで介護施設を
訪問し、入居者の方と一緒に懐
かしい歌を歌ったり、お話しを
したりしています。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と

健
康
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

３

者
を
支
援
す
る
体
制
が
充
実
し
、

様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ん
し
ん
メ
イ
ト
や
認
知
症
あ
っ

た
か
カ
フ
ェ
な
ど
、
家
族
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
取
り
組
み
が
地
域
に
増

え
る
と
、
介
護
も
し
や
す
く
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
者
に
と
っ
て
、
出
掛
け
る

場
所
が
あ
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
す
。
服
を
選
ん
だ
り
、
髪
を
整

え
た
り
、
天
気
を
気
に
し
た
り
、

色
々
な
こ
と
を
考
え
る
だ
け
で
も

認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
外
出
を
促
進
し
、
地
域
と
の
交

流
が
広
が
る
高
齢
者
サ
ロ
ン
も
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

福島県認知症介護指導者
介護老人保健施設　ひもろぎの園
リハビリテーション科長　石

い し い

井利
と し ゆ き

幸さん

認
知
症
は
早
期
の
対
応
が
大
切

認
知
症
を
地
域
で
見
守
る

　
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
、
必
要
な
医
療
や
介
護

の
ほ
か
、
日
常
生
活
の
支
援
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
に
対
す
る
市
民
の
理
解

や
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
多

く
の
人
が
認
知
症
に
関
す
る
正
し

い
知
識
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
、

本
人
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
、
認
知
症

の
人
や
家
族
を
応
援
し
見
守
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
、

認
知
症
高
齢
者
や
家
族
を
支
援
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ
ん
し
ん
メ

イ
ト
」
の
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

あったかカフェ

１．白河地域在宅医療拠点センターオープニングセレモニー（４月25日）　２．あっ
たかランチお届けサービス　３.「ふれあいパス」を利用し、こみねっと（市循環バス）
でお買い物　※「ふれあいパス」は、70歳以上の方や身体障害者手帳等をお持ちの方
を対象に市循環バス・地域巡回バスが無料になるサービスです。

石
い し

名
な

好
よ し

子
こ

さん（菅生舘）

認知症サポーターの証「オレンジリング」
このリングは「認知症の方を応援します」という意思を示す目印です。

▲入居者の方と会話をするあんしんメイト

　「地域包括ケアシステム」を推進
していくためには、人と人とのつな
がりを大切にしながら、高齢者の方
の生活基盤である地域をどうする
か、市民の皆さんと共に考えていく
ことが大切です。皆さんのご協力を
お願いします。

高齢福祉課　地域包括ケア推進係長
深
ふ か

谷
や

秀
ひ で

子
こ

さん

　認知症のお年寄りや家族、地域の
人たちがお茶を飲みながら困りごと
などを話し合ったり、専門家のアド
バイスを受けられる場所です。
◦開催日　６月９日・23日、７月
　　　　　７日・21日、８月４日
　　　　　・18日　木曜日／午後
　　　　　１時30分～３時30分
◦場　所　レジデンス楽市１階（大
　　　　　手町）
◦参加費　100円
◦問い合わせ先
　東部地域包括支援センター

認知症コミュニティルーム 地域包括支援センター

◦問い合わせ先
　▷地域包括支援センター（明
　　戸）☎㉑ 0332
　▷東部地域包括支援センター
　　（関辺川前）☎㉛ 8889

　高齢者の皆さんとその家族、
近隣に暮らす人の介護や福祉、
健康や医療に関する悩みや相談
に専門家が対応します。
　高齢者サービスを利用したい、
どこに相談していいか分らない、
近所の一人暮らしの方が心配な
ど、気がかりなことがあれば、
お気軽にご相談ください。

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

献
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
齢
者
自
身

の
健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
役

立
ち
、
よ
り
健
康
と
感
じ
た
り
、

生
活
へ
の
満
足
感
の
増
加
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
市
民

同
士
の
支
え
あ
い
に
よ
る
地
域
福

祉
の
向
上
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

１２

３

ｎｔｅｒｖｉｅｗ

認知症予防についてに聞きましたI

▲高齢者サロンで開かれた認知症サポーター
　養成講座（あったかセンター久田野）

地域包括支援センター
（左から）林

はやし

さん、緑
みどりかわ

川さん、角
つのだ

田さん

あんしんメイト

東部地域包括支援センター
（左から）須

す と う

藤さん、吉
よ し だ

田さん
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５
月
10
日
、
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
の

大
田
市
場
で
、
Ｊ
Ａ
夢
み
な
み
の
主
催
に

よ
り
、
農
産
物
の
安
全
性
と
新
鮮
さ
、
お

い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
風
評
の

払
し
ょ
く
と
消
費
拡
大
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
６
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
鈴
木
市
長
を
は
じ
め
西
白
河

地
方
の
町
村
長
な
ど
が
市
場
関
係
者
に
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
な
ど

の
試
食
を
振
る
舞
い
、
検
査
結
果
に
基
づ

く
安
全
性
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜
の
特
性

や
食
味
の
良
さ
を
直
接
伝
え
ま
し
た
。

　
５
月
11
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河

（
新
白
河
駅
前
）
で
、「
中
山
義
秀
文
学
賞

選
考
委
員
委
嘱
状
交
付
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
選
考
委
員
は
、
直
木
賞
受
賞
作
家
の
高た

か

橋は
し

義よ
し
お夫
さ
ん
、
第
１
回
中
山
義
秀
文
学
賞

を
受
賞
し
た
直
木
賞
受
賞
作
家
の
中な

か
む
ら村
彰あ

き

彦ひ
こ

さ
ん
、
文
芸
評
論
家
の
清き

よ
は
ら原
康や

す
ま
さ正
さ
ん
、

第
９
回
中
山
義
秀
文
学
賞
受
賞
作
家
の
竹た

け

田だ

真ま

さ

こ

砂
子
さ
ん
の
４
人
で
す
。

　
交
付
式
で
は
、
中
山
義
秀
顕
彰
会
会
長

の
鈴
木
市
長
か
ら
、
参
加
し
た
高
橋
さ
ん
、

中
村
さ
ん
、
清
原
さ
ん
の
３
人
に
委
嘱
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
13
日
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
嘉

島
町
に
職
員
を
派
遣
す
る
た
め
の
激
励
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
派
遣
さ
れ
た
職
員
は
、
税
務
課
資
産
税

係
の
白し

ら
い
し石
潤じ

ゅ
ん
い
ち一
主
査
と
財
政
課
管
財
係
の

大お
お
や谷
修し

ゅ
う
い
ち一
主
査
の
２
人
で
、
５
月
14
日
か

ら
18
日
ま
で
の
５
日
間
、
り
災
証
明
書
等

の
発
行
に
必
要
な
住
宅
被
害
の
認
定
調
査

に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
義
援
金
を
本
庁
舎
社
会
福
祉

課
・
各
庁
舎
地
域
振
興
課
の
募
金
箱
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
善
意

は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に

届
け
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
23
日
、
南
湖
公
園
芝
生
広
場
で
、

「
和
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
桜
と
音
楽
の

祭
典
「
春は

る

宴う
た
げ」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
民
謡
や
和
太
鼓

演
奏
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
ラ
イ
ブ
ア
ー

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
Ｇグ

ラ

ッ

ク

Ｒ
Ａ
Ｃ
が
春
の
南

湖
公
園
や
白
河
の
風
景
を
大
型
ボ
ー
ド
に

描
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
白
河
だ
る
ま
の
絵

付
け
体
験
や
地
元
野
菜
を
使
用
し
た
料
理

が
提
供
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
春
の
南

湖
公
園
を
満
喫
し
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ

で
は
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夜
の
南

湖
を
彩
り
ま
し
た
。

　
５
月
21
日
・
22
日
の
２
日
間
、
今
年
で

４
回
目
と
な
る
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
こ
ど
も

夢
フ
ェ
ス
タ
in
し
ら
か
わ
２
０
１
６
」
が

行
わ
れ
、
全
国
か
ら
計
１
８
２
体
の
ご
当

地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
以
下
キ
ャ
ラ
）・
ヒ

ー
ロ
ー
・
萌
え
キ
ャ
ラ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
２
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
昨
年
を

上
回
る
約
18
万
５
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
４
つ
の
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、

お
目
当
て
の
キ
ャ
ラ
を
一
目
見
よ
う
と
大

勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
で
あ
る
「
大
パ
レ

ー
ド
」
で
は
、
約
１
３
０
体
以
上
の
キ
ャ

ラ
が
小
峰
通
り
を
練
り
歩
き
、
沿
道
か
ら

中
山
義
秀
文
学
賞
選
考
委
員
委
嘱
状
交
付
式

直
木
賞
作
家
高
橋
さ
ん
ら
が
選
考
委
員
に

大
田
市
場
で
農
産
物
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施

白
河
産
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

熊
本
地
震
職
員
派
遣
激
励
会

住
宅
被
害
の
認
定
調
査
に
携
わ
る

桜
と
音
楽
の
祭
典
「
春
宴
」

春
の
南
湖
公
園
を
満
喫

ご
当
地
キ
ャ
ラ
こ
ど
も
夢
フ
ェ
ス
タ
in
し
ら
か
わ
２
０
１
６

好
天
に
恵
ま
れ
た
２
日
間
。
約
18
万
５
千
人
が
来
場

▲市場関係者に白河産の農産物をＰＲする鈴木市長

▲左から高橋さん、鈴木市長、中村さん、清原さん

▲激励会の様子 ▲ステージで披露される三味線に聞き入る来場者

Topicｓ

１．来場者と交流をしながらパレードをする、しらかわんをはじめ
とするキャラたち　２．今回初登場のねば～る君　３．ふにゃっし
ーのステージ　４．鈴木市長から修復状況の説明を聞くくまモン

は
声
援
が
送
ら
れ
、
来
場
者
は
キ
ャ
ラ
と

の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
21
日
に
は
、
く
ま
モ
ン
が
登
場
。
体
操

を
披
露
し
会
場
を
盛
り
上
げ
、
熊
本
の
復

興
に
向
け
て
元
気
な
姿
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。
ま
た
、
前
日
の
20
日
に
は
、
地
震

で
石
垣
が
崩
壊
し
た
熊
本
城
の
再
建
に
向

け
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
修
復
作
業

が
進
む
小
峰
城
跡
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
第
２
回
全
国
し
ゅ
う
ま
い
サ

ミ
ッ
ト
」
と
「
中
テ
レ
満
ぷ
く
祭
り
２
０

１
６
」
の
二
大
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
が
同
時

開
催
さ
れ
、
香
り
に
誘
わ
れ
た
家
族
連
れ

な
ど
が
列
を
作
り
ま
し
た
。

１

２

３

４
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　市の「貯金」に当たる基金は、住民福祉の
向上や教育・文化の振興など、目的に応じて
有効に活用しながら、将来の健全な財政運営
のため、着実に積み立てを行っています。

　市の「借入金」に当たる市債（臨時財政対
策債を除く）・企業債は、計画的に借入と返済
を行うことで、減少傾向にあります。

◎
白
河
市
発
展
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

平
成
28
年
度
当
初
予
算

■公営企業会計
会計 予算額 対前年度比　％

水道事業（※） 22億1,944万9千円 43.6
工業用水道事業 1億23万3千円 △4.1

合　　　計 23億1,968万2千円 40.6

■特別会計
会計名 予算額 対前年度比　％

国有林野払受費 18万5千円 0.0
教育財産 61万5千円 8.3
小田川財産区 78万0千円 △4.3
大屋財産区 25万0千円 66.7
樋ヶ沢財産区 801万4千円 2562.5
土地造成事業 4,997万6千円 5.3
国民健康保険 75億1,315万9千円 △3.1
後期高齢者医療 ５億8,840万2千円 2.5
介護保険 53億5,865万1千円 3.8
地方卸売市場 1,951万3千円 △25.8
公共下水道事業 20億7,500万5千円 0.8
農業集落排水事業 8億2,634万0千円 0.4
個別排水処理事業 8,923万7千円 △17.7
簡易水道事業（※） 0千円 △100.0

合　　　計 165億3,012万7千円  △2.6

平
成
28
年
度
予
算
の
特
徴

一
般
会
計
予
算
の
概
要

　
合
併
か
ら
10
年
、
震
災
・
原
発
事
故
か

ら
５
年
が
経
過
し
、
本
市
発
展
の
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
た
今
、
足
元
の
資
源
を

も
う
一
度
見
つ
め
な
お
し
、
様
々
な
施
策

を
全
力
で
実
行
し
て
い
く
た
め
、

「
安
定
し
た
雇
用
を
つ
く
る
」

「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の 

　
希
望
を
か
な
え
る
」

「
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
」

を
３
本
の
柱
と
し
て
重
点
的
に
予
算
を
配

分
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
毎
年
６
月
と
12
月
に
財
政
状

況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
、

市
債
・
企
業
債
お
よ
び
基
金
の
状
況
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

３
７
７
億
９
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
型
事
業
で
あ
る
白
河
文
化
交
流
館

「
コ
ミ
ネ
ス
」
建
設
事
業
や
除
染
対
策
事

業
な
ど
が
進
捗
し
た
こ
と
で
、
前
年
度

予
算
を
７
７
億
７
千
万
円
（
１
７・１
％
）

下
回
り
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
な
ど
喫
緊

の
課
題
に
着
実
な
施
策
を
講
じ
る
た
め
、

実
効
性
の
高
い
予
算
と
し
ま
し
た
。

平成28年度一般会計予算

377億9千万円

年度
歳出予算額（全体）

通常分 除染関係分
平成24年度 263億1千万円 260億4千万円     2億7千万円
平成25年度 366億1千万円 292億1千万円   74億0千万円
平成26年度 440億3千万円 311億7千万円 128億6千万円
平成27年度 455億6千万円 329億6千万円 126億0千万円
平成28年度 377億9千万円 297億2千万円   80億7千万円

■予算規模の推移

基金の状況

主な最重点推進事業

市債・企業債の状況

一般会計一般会計

歳　出 歳　入
377億9千万円377億9千万円

市税（22.0％）

諸収入（1.2％）

その他（5.4％）

市債（7.8％）

国庫支出金（12.3％）

地方消費税交付金（2.8％）

各種交付金等（1.2％）
人件費（11.4％）その他（0.7％）

扶助費（11.3％）

公債費（9.1％）

普通建設事業費（13.4％）

災害復旧費（1.9％）

除染対策費（21.4％）

補助費等（9.3％）

繰出金・積立金（8.1％）

維持補修費（1.1％）

物件費（12.3％）

県支出金（26.6％）

地方交付税（20.7％）

83億1,482万2千円

4億3,754万2千円

20億5,418万5千円

29億3,320万円

46億6,593万6千円

10億4,285万1千円

4億8,112万6千円
42億9,692万5千円2億8,062万5千円

42億7,371万5千円

34億2,401万9千円

50億5,019万2千円

7億3,678万6千円

80億7,250万3千円

35億2,412万8千円

30億4,969万6千円

4億3,450万7千円

46億4,690万4千円

100億4,621万6千円

78億1,412万2千円

自主財源

依存財源

28.6％

71.4％

　　　 　

問本庁舎財政課　内 2334

財政状況および財政計画の概要は、市
ホームページで公表してい
ます。

※平成28年度から水道事業に簡易水道事業を統合
　しています。

　人口減少を抑制し、将来にわたり持続
可能な地域社会を維持していくため、本
市の地方版総合戦略として平成27年10
月に策定した「白河市みらい創造総合戦
略」に基づく事業に重点的に配分してい
ます。

130
億円

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

120

90.7

116.9
120.8

126.9

110

100

90

80

●

●

●
●

500
億円

平成24年度末 平成25年度末 平成26年度末 平成27年度末
（見込額）

470
480
490

468.8 465.0

451.7 455.0

440
450
460

420
430

400
410

● ●

● ●

安定した雇用をつくる
ふるさとビジネス応援事業 2,010万円
若者定着産業力強化事業 1,170万円
がんばる新規就農者支援事業 750万円

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
児童クラブ施設整備事業 1億4,500万円
多子世帯保育料軽減事業 5,300万円
白河っ子応援事業 730万円

新しいひとの流れをつくる
南湖公園史跡整備事業 1億5,150万円
周遊型観光推進事業 1,610万円
地域おこし協力隊活用事業 940万円

投資的経費
36.7％

義務的経費
31.8％

一般行政経費
31.5％
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ２

大信地域市民交流センター
「ひじりん館」オープン

選挙権年齢が満18歳から
になります！

問本庁舎農政課　内2222

問市選挙管理委員会　内2510

お知らせ

お知らせ

Ｎｅｗｓ

Ｎｅｗｓ

賞 名 作 品 名 氏 名
最優秀賞 ひじりん館 添

そ え た

田恵
め ぐ み

美さん

優 秀 賞
聖流の郷 森

もり

　芳
よ し お

夫さん
ごんたくらんど 金

か ね こ

子由
ゆ か り

加利さん

《施設の概要》
⃝場所　大信増見字北田（大信庁舎南東側）
⃝内容　気軽に交流でき、地域の食を楽しめる施設
　▷たいしんの幸

さち

商店／地元の農産物や加工品を販売
　▷四季彩キッチン　田～Ｄｅｎ～／パスタ類、豚
　　丼、日替わり定食などを提供
　▷集会室・和室／各種会合や発表の場として貸し出し
　▷子ども広場／楽しく遊ぶことができる場所

※大信地域居住者、通学・通勤者を対象に公募

◀
完
成
間
近
の
館
内

（
子
ど
も
広
場
）

地域と人、人と人を
結ぶ交流の場として
の機能を、愛称の語
源でもある「聖ヶ岩」

で盛んなロッククライミングのロープワークで表
現しています。また、「じ」の濁点は、人口岩（ボ
ールド）をイメージし施設の個性を表しています。

《オープニングイベント》
　楽しい催しが盛りだくさんのオープニングイベ
ントを開催します。
⃝日時　７月２日㈯・３日㈰／午前10時から

《愛称公募の結果》

《愛称ロゴ》

　日本の未来を作り
担う存在である若い
世代の声をより多く
政治に取り入れるた

め、平成28年６月19日以降に公示される参議院
議員選挙から、18歳・19歳の方も投票すること
ができるようになります。
　より早く選挙権を持つことで、社会の担い手で
あるという意識を若いうちから持ってもらい、主
体的に政治に関わる若者が増えてほしいというこ
とが目的です。
　若者の投票率が低くなると、若者の声が政治に
届きにくくなってしまいます。その結果、若者に
向けた政策が実現しにくくなったり、実現するの
に時間が要する可能性があります。若者の力を社
会・政治が必要としています。

　詳しくは、総務省のホームペー
ジをご覧ください。模擬選挙や全
国のワークショップなどを掲載し
ています。

明るい選挙のイメージ
キャラクター
「選挙のめいすい」くん

南湖の歴史性を維持し賑
にぎ

わいを創出するために

　南湖の歴史的風致を維持発展させ、四季を通じて公園内に賑わいを
持たせるため、７月１日から施行される地区計画では、住居誘導から
店舗誘導への用途の緩和、店舗の外壁等の形態意匠をきめ細かくルー
ル化していきます。
　今月号では、現在、南湖湖畔でお店を営む方々などの地区計画導入
に対する感想や南湖に対する思いを紹介します。

問本庁舎都市計画課　内2282

南湖湖畔を散策し、新たな発見や良
さを再認識してください。

歴史的風致維持向上地区計画の導入

　18歳になると、今までは満20歳
以上でなければできなかった選挙で
投票することができ、さらに、イン
ターネット等を利用した選挙運動を
することができるようになります。
　「あなたの大切な一票」棄権しな
いで投票しましょう！

　長年、どうやって南湖に賑わいをもたらすかが
課題でした。地区計画の導入により、規制が緩和
され、南湖の地権者が建物を建築しようと思える
魅力あふれる地区となり、活気がうまれることを
期待しています。また、これを機に、志のある人
が南湖で商売してくれるのではないかという期待
も膨らみます。
　南湖公園は白河の宝です。定信公が築造に当っ
て考慮した南湖の真髄をこれからも引き継ぎ、発
展していかなければと考えています。

訪れた方が湖畔の店舗で食
事し、元気になってほしい

魅力ある地区になり、活
気がうまれることを期待

南湖にしかない、南湖に
しかできない魅力をＰＲ

思い出の地になるよう、心
からのおもてなしを提供

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ③

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ①

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ④

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ②

楽楽「らくおう」　山
や ま だ

田剛
よしつぐ

嗣さん

南湖神社宮司　中
なかのめ

目公
こうえい

英さん

ブラッスリー　ラ・セゾン　森
もりた

田　進
すすむ

さん

水月　竹
たけうち

内さんご夫妻

　南湖公園には、市内外から多くの人が訪れてい
ます。南湖の魅力に気付き、再び足を運んでいた
だいています。お客様から「店舗前のベンチに座
っているだけでも心が癒される」といわれたとき
には、南湖を誇らしくも思います。
　今回の地区計画導入により、南湖を訪れる多く
の来訪者に思い出の地、また来たいと思っていた
だける場所になってくれたら嬉しいと思います。
私たちも引き続き心からのおもてなしを提供して
いきます。

　今回期間限定ですが、南湖湖畔に店舗を借りて
います。地元の野菜をふんだんに使い、ちゅう房
から見える南湖の景色に癒されながら、お客様に
最高のイタリアンを提供しています。
　四季折々の景観が楽しめる南湖に魅力を感じて
います。南湖を訪れた方が、地元の食材にこだわ
った湖畔の店舗で食事し、元気になって帰ってい
ただくような場所であってほしいと願います。

　地区計画の導入を機に、四季を通じて定期的な
イベントを開催し、南湖の魅力を多くの来訪者に
知ってもらえたら嬉しいです。南湖の雰囲気は、
他県の方々にも必ず魅力的に感じるはずです。
　市が誇る美しい景観と白河地方で採れた新鮮な
食材を用いた料理で、心と体を癒してほしいと思
います。南湖にしかない、南湖にしかできない魅
力をＰＲしていければと考えています。

Vol.2
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ラウンジ　～様々な情報をお届け～

ダンロップ・スリクソン福島オープン

こ
だ
に
い
っ
ぺ
〜

の
ナ
メ
ク
ジ

ぬ
め

ぬ
めぬ

め

ぬ
め ぬ

め

な
ん
だ
べ
？

雨降っと、いっぺ～出てくんだよなぁ

こ
だ
に
い
っ
ぺ
〜

の
ナ
メ
ク
ジ

ぬ
め

ぬ
めぬ

め

ぬ
め ぬ

め

な
ん
だ
べ
？

雨降っと、いっぺ～出てくんだよなぁ

県消防協会白河支部春季連合検閲４月24日／表郷総合運動公園（表郷番沢）

第８回大昭和まつり
４月29日／大工町・新蔵町・向新蔵周辺

　季節の風景や地域のイベントなど、市民の
皆さんが市内で撮影した写真を募集していま
す。投稿いただいた写真は、広報白河で紹介
します。
　詳しくは、市ホームページをご
覧ください。

Ｓｎａｐｓｈｏｔ
話題を写真で紹介！

問本庁舎秘書広報課　内2373

南湖公園魅力再発見事業～お茶会
～

４月24日／南湖公園「千世の堤」

　
平
成
28
年
春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
は
、
３
人
の
方
が
こ
れ
ま
で
の
功
績
を

認
め
ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
春
の
叙
勲

　
地
域
の
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

（
元
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
矢
吹
消
防
署
長
） 五

い が ら し

十嵐良
よ し お

夫さん

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章

（66歳　葉ノ木平）

　
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

（
元
市
消
防
団
分
団
長
）

　
酪
農
業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

（
元
農
林
水
産
技
官
）

（67歳　愛宕町）

（70歳　影鬼越）

小
こ じ ま

島　博
ひろし

さん

高
たかにし

西牧
ま き お

男さん

瑞宝単光章

瑞宝単光章

１
０
０
歳

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

鑓や
り
み
ず水
キ
ヨ
ノ
さ
ん
（
東
深
仁
井
田
）

　
　
大
正
５
年
５
月
１
日
生
ま
れ

　今年もダンロップ・スリクソン福島オープンが開催されます。トッププレイヤー
150人が繰り広げる熱い戦いを、ぜひ会場でご覧ください。
⃝日にち　７月21日㈭～24日㈰
⃝会　場　グランディ那須白河ゴルフクラブ（西郷村）
◦入場料　有料（大人同伴に限り高校生以下は無料）　
　　　　　※観戦にはチケットが必要です。詳しくはお問い
　　　　　　合わせください。
◦送迎バス　ＪＲ東北新幹線「新白河駅」高原出口（西口）より、
　　　　　会場まで無料送迎バスを運行します（所要時間約
　　　　　10分）。 
◦駐車場　信越半導体㈱所有地（西郷村鶴生）
　　　　　※駐車場より会場まで無料送迎バスを運行しま
　　　　　　す（所要時間約15分）。 
問大会事務局（福島中央テレビ内）☎024-923-4071



【りぶらん】☎�3250
▷開館時間　
　平日／10：00 ～20：00　
　土・日・祝日／９：30 ～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日
　※祝日の場合は開館し、翌日
　　は休館
【表郷図書館】☎�4784
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、第１水曜日
《おはなし、よんで！》
　毎週土曜日、水曜日／随時　
　※０歳～小学生対象
【大信図書館】☎�3614
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日、祝日の
　翌日
《絵で見るおはなしの会》
　６月４日㈯、７月２日㈯／午
　前11時～正午
【東図書館】☎�1130　
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、月末日
《図書館で遊ぼう》
　毎日／視聴覚室使用日を除く
　※０歳～７歳対象

17 16

Library information

cominess information
～新刊の一部を紹介～

災害支援手帖

ドイツ夫は牛丼屋の夢を見
る

古典落語知っているようで
知らない噺

はなし

のツボ

なぞなぞ学
～起源から世界のなぞなぞ・なぞか
　けのつくり方まで～

地球パラダイス

荻上 チキ

溝口シュテルツ真帆

柳家 花緑ほか

稲葉 茂勝

工藤 直子

　東日本大震災から５年が経ち、
先日、熊本で大きな地震がありま
した。被災地にいない私たちに何
ができるのでしょうか。過去の経
験から被災地への支援を考える
とき、参考になる１冊です。

　国際結婚をした著者による、
食を中心としたエッセイ。誕生
日には自分でケーキを焼いてふ
るまうなど、ドイツと日本の食
文化の違いから、異文化の面白
さや難しさを感じられます。

　関東の落語が４人の噺家によ
り口語文として収録されていま
す。江戸の言葉や文化、生活を
「時そば」などの噺を含めて説
明していて、実際に落語を聞く
ときの予習になります。

　なぞなぞの歴史や、なぞなぞ
に関する疑問を調べたい、世界
のなぞなぞに挑戦したい、自分
で作ってみたい、そんな時にお
すすめの本です。この本を読ん
で、なぞなぞ博士を目指そう。

　著者の詩に、石井聖岳さんの
優しい絵が溶け込んでいて、ペ
ージをめくるたびにわくわくし
た気持ちになります。花や草や
虫たちの春夏秋冬を感じながら、
親子で読んでほしい１冊です。

⃝一般図書

り ぶ ら ん

コ ミ ネ ス
白河文化交流館

市立図書館

⃝

映
画
上
映
案
内

　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん
多
目
的
ホ
ー
ル

で
上
映
さ
れ
る
映
画
で
、
入
場
無
料
で
す
。

《
大
人
向
け
》

▽
内
容　
「
そ
し
て
、
父
に
な
る
」

▽
日
時　
６
月
15
日
㈬
／
午
後
６
時
～
８

時▽
内
容　
「
お
か
え
り
は
や
ぶ
さ
」

▽
日
時　
７
月
２
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

《
子
ど
も
向
け
》

▽
内
容　
「
む
か
し
ば
な
し
③　
さ
る
か

に
合
戦　
ほ
か
」

▽
日
時　
６
月
18
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
２
時

⃝

子
ど
も
向
け
催
し
案
内

《
ち
び
っ
こ
お
は
な
し
の
く
に
》

▽
日
時　
６
月
16
日
㈭
、
７
月
７
日
㈭
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
会
場　
お
は
な
し
の
小
屋

▽
対
象　
０
歳
～
３
歳
程
度

《
お
は
な
し
会
》

▽
日
時　
６
月
25
日
㈯
、
７
月
９
日
㈯
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
会
場　
お
は
な
し
の
小
屋

▽
対
象　
３
歳
～
小
学
生
程
度

⃝

本
の
展
示

　
毎
月
、
季
節
に
合
わ
せ
た
本
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
大
人
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
さ
あ
、
本
か
ら
冒
険
へ
出

か
け
よ
う
！
」

　
季
節
は
梅
雨
。
お
出
か
け
で
き
な
い
日

に
は
、
本
で
冒
険
気
分
を
味
わ
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
名
作
冒
険
小
説
か

ら
、
世
界
の
秘
境
、
探
検
家
や
冒
険
家
の

紀
行
文
な
ど
、
冒
険
心
を
く
す
ぐ
ら
れ
る

本
を
集
め
ま
し
た
。

《
子
ど
も
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
音
も
楽
し
む
雨
の
本
」

　
ぽ
つ
ぽ
つ
、
ザ
ー
ザ
ー
、
雨
に
は
い
ろ

ん
な
音
が
あ
り
ま
す
ね
。
み
ん
な
は
ど
ん

な
音
を
知
っ
て
い
る
か
な
。
雨
の
本
や
音

を
楽
し
む
本
を
集
め
ま
し
た
。

⃝

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
第
40
回
児
童
読
書
感
想
画
展
》

　
子
ど
も
た
ち
が
本
を
読
ん
だ
後
の
イ
メ

ー
ジ
を
描
い
た
読
書
感
想
画
の
展
示
を
行

い
ま
す
。

▽
日
時　
６
月
２
日
㈭
～
12
日
㈰
／
午
前

９
時
～
午
後
９
時　
※
最
終
日
は
午
後
６

時
ま
で

▽
会
場　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
エ
リ
ア

《
地
域
交
流
会
議
室
第
３
四
半
期
受
付
》

▽
申
請
可
能
な
利
用
期
間　
10
月
～
12
月
分

▽
申
請
受
付
日
時　
７
月
７
日
㈭
～
17
日

㈰
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分
（
休
館

日
を
除
く
）

※
受
付
は
窓
口
で
の
み
行
い
ま
す
。
重
複

し
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
（
先
着
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
期
間
内
に
申
請
が

な
か
っ
た
会
議
室
は
、
８
月
４
日
㈭
か
ら

随
時
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

　白河文化交流館コミネスの建設工事は、これから
外装の仕上げ工事および内装工事へと移ります。ま
もなく、プロジェクションマッピングで彩られた外
装工事用の足場が全て撤去され、建物の全容を見る
ことができます。開館に向け、着々と工事が進んで
います。

　施設のシンボルと
なるフライタワーは、
約30ｍの高さがあり
ます。
　この部分は、大ホ
ールの舞台上の吹き
抜け空間で、どんち
ょうや音響反射板な
どを吊り下げたまま
収納できます。

　建物西側（小ホー
ル側）は、ガラス張
り工事が進められて
います。完成後、晴
れた日は眼前に那須
連峰が鮮やかに広が
ります。

　10月23日㈰の開館に向け進められている、工事
の進捗状況をお知らせします。
《建物東側》

《建物西側》

《フライタワー》

問本庁舎文化振興課　内2388

⃝児童図書
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Facilities information

施設情報

▶歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎�2310）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日
◦入館料　無料　
【催し案内】
◇平常展示　「白河の歴史と文化」

▶白河集古苑（郭内1-73 ／☎�5050）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日
◦入館料　大人320円（250円）／小中高生100円（80円）
　　　　　※（　）は20人以上の団体料金
　　　　　※毎週土曜日は小中高生無料
【催し案内】
◇阿部家名品館
　「伝来の遺宝と絵画・陶磁器」
◦会　期　６月26日㈰まで
◇結城家古文書館
　「重要文化財　白河結城家文書と中世の美術」
　ミニテーマ展「江戸時代の結城家ｰ結城家のその後ｰ」
※館内修繕工事・展示替えのため、６月27日㈪
　から７月７日㈭まで休館します。

▶市民会館（手代町22-1 ／☎�3718）
◇白河民舞愛好会発足50周年記念大会「市民民舞の集い」
◦日　時　６月12日㈰／午前10時30分から
◦入場料　無料　※要整理券
問白河民舞愛好会　太

お お た

田☎090-2608-8230
◇東京六大学応援団連盟白河復興応援プロジェクト「白河六旗」
◦日　時　６月19日㈰／午後２時から
◦入場料　無料　※要整理券
問白河商工会議所☎㉓3101
◇健太康太白河市民会館コンサート
◦日　時　７月３日㈰／午後１時から　
◦入場料　大人1,000円、子ども500円（当日券有）
問本

ほ ん だ

多☎090-9302-1790

青
せ い か

花鳳
ほうおうもん

凰文大
おおざら

皿

白河が誇る優れた産品を紹介！
　
市
内
白
坂
で
栽
培
さ
れ
た
「
ト

マ
ト
（
桃
太
郎
）」「
人
参
」、
久
田

野
で
栽
培
さ
れ
た
「
も
も
（
あ

か
つ
き
）」「
り
ん
ご
（
ふ
じ
）」
を
、

ま
る
絞
り
し
た
完
熟
果
汁
100
％
ジ

ュ
ー
ス
で
す
。
一
番
お
い
し
い
時

期
の
完
熟
し
た
も
の
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
た
め
、
素
材
の
味
を
損
な

わ
な
い
よ
う
、
余
計
な
も
の
は
何

も
入
れ
ず
シ
ン
プ
ル
に
仕
上
げ
て

い
ま
す
。

　
「
ト
マ
ト
」「
も
も
」
は
、
濃
厚

な
味
わ
い
の
た
め
、
そ
の
ま
ま
飲

む
だ
け
で
な
く
、
料
理
の
隠
し
味

に
使
う
と
、
味
に
深
み
が
増
し
ま

す
。
ま
た
、「
人
参
」
は
、
に
ん
じ

ん
と
り
ん
ご
の
ミ
ッ
ク
ス
で
、
子

ど
も
で
も
飲
み
や
す
い
、
あ
っ
さ

り
と
し
た
味
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
の
味
を
濃
縮

し
た
濃
密
な
味
わ
い
を
、
ぜ
ひ
お

試
し
く
だ
さ
い
。

　丹精込めて栽培した作物を無
駄にしないように、完熟した野
菜・果実をジュースに加工する
ことで、農家をサポートしてい
ます。数多くの方に飲んでいた
だけるよう、味の改良をしてい
きたいと思います。

白河ブランド
プレミアム「白河ジュース」
認証第21号 「トマト」
認証第22号 「もも」
認証第23号 「りんご」
認証第24号 「人参」

会長　矢
や の

野正
まさ の り

則さん

　
源
翁
和
尚
は
、
常
在
院
（
表
郷

中
寺
）
を
開
い
た
曹
洞
宗
の
僧
侶

で
、
那
須
の
殺せ

っ
し
ょ
う
せ
き

生
石
伝
説
に
ま
つ

わ
る
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
ま
す
。

《
生
い
立
ち
と
経
歴
》

　
和
尚
は
、
現
在
の
新
潟
県
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
５
歳
の
時
、
新
潟

の
古
刹
国こ

く
じ
ょ
う上
寺じ

（
陸り

く
じ
ょ
う上
寺じ

）
で
出

家
し
ま
す
。
全
国
を
遍
歴
し
、
鳥

取
、
栃
木
、
茨
城
と
、
行
く
先
々

で
寺
院
の
創
建
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
福
島
に
入
り
、
白
河
に

常
在
院
を
、
喜
多
方
に
慶け

い
と
く徳
寺じ

・

示じ
げ
ん現
寺じ

を
開
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

山
形
、
新
潟
、
秋
田
、
岡
山
な
ど

を
歴
遊
し
、
開
い
た
寺
院
は
合
計

22
箇
寺
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
常
在
院
は
、
１
３
７
６
年
（
一

白
河
歴
史
人
物
伝

白
河
に
伝
説
を
の
こ
す
名
僧

 木造源翁和尚坐像
（常在院蔵、県指定文化財）

源げ
ん
の
う翁

殺生石

Vol.2

農産物直売所アグリパーク出荷者友の会

▶総合運動公園（北中川原30／☎�8971）
《スポーツ教室》
　参加料を添えて、中央体育館にお申し込みく
ださい（電話受付不可、すべて先着順）。
◇合気道教室
◦日　時　６月19日〜７月17日　毎週日曜日
　　　　　計５回　／午前９時〜10時30分
◦場　所　武道館（向新蔵）
◦対　象　小学生　15人　
◦参加料　1,500円
◦申込期間　６月６日㈪〜13日㈪
◇卓球教室
◦日　時　６月22日〜７月27日　毎週水曜日
　　　　　計６回／午後６時30分〜８時30分
◦場　所　中央体育館（北中川原）
◦対　象　中学生以上一般男女　30人
◦参加料　1,500円
◦申込期間　６月８日㈬〜15日㈬

問本庁舎農政課　内2225

説
に
１
３
７
４
年
）
に
開
か
れ
、

寺
に
は
和
尚
の
行
い
を
描
い
た
絵

巻
と
文
書
、
木
造
の
坐
像
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
境
内
の

裏
手
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
巨
石
は
、

「
殺
生
石
」
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

《
殺
生
石
の
伝
説
》

　
平
安
時
代
、
宮
中
に
現
れ
て
帝

を
呪
い
殺
そ
う
と
し
た
妖
狐
は
、

那
須
野
が
原
で
退
治
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
怨
念
は
毒
を
放
つ
殺
生
石
と

化
し
、
生
き
物
を
苦
し
め
て
い
ま

し
た
が
、
和
尚
が
仏
法
を
説
い
て

供
養
し
、
石
は
打
ち
砕
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
と
き
飛
び
散
っ
た
か
け

ら
の
一
つ
が
常
在
院
に
飛
来
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
金
づ
ち
の
こ
と
を
「
玄げ

ん

能の
う

」
と
呼
び
ま
す
が
、
こ
れ
は
和

尚
が
殺
生
石
を
砕
く
際
に
用
い
た

こ
と
が
語
源
と
さ
れ
ま
す
。　常在院の境内に現存する、

殺生石のかけらと伝えられ
る石。

シ 

リ
ー
ズ
で
学
ぶ

▶文化センター（中田140／☎㉒5220）
◇吉成歌謡教室発表交歓会
◦日　時　６月19日㈰／午前９時から
◦入場料　無料
問吉成歌謡教室☎㉓3287
◇民謡民舞福島県みなみ連合大会
◦日　時　６月26日㈰／午前10時から
◦入場料　無料
問仲

な か は ら

原☎㉒3246
◇白寿会連合会演芸大会
◦日　時　７月７日㈭／午前９時から
◦入場料　無料
問白寿会連合会☎㉓4126
◇ビクター山本歌謡教室開設25周年チャリティー歌謡発表会
◦日　時　７月10日㈰／午前９時から
◦入場料　1,500円
問山本歌謡教室☎090-4043-9566

▶東文化センター（東釜子字狐内47／☎㉞1131）
◇さなぶり民謡踊り発表会
◦日　時　６月19日㈰／午前９時〜午後５時
◦入場料　無料
問ひがし民謡踊連合会☎㉞2221
◇県歌謡協会カラオケ予選会
◦日　時　６月26日㈰／午前９時〜午後５時
◦入場料　無料
問県歌謡協会県南支部☎㉞3074

◇アーチェリー教室
◦日　時　６月25日、７月２日・16日・23日
　　　　　・30日　土曜日　計５回／午後６時
　　　　　〜８時30分
◦場　所　すぱーく白河（北中川原）
◦対　象　小学４年生以上一般男女　10人
◦参加料　2,500円
◦申込期間　６月10日㈮〜17日㈮
問ＮＰＯ法人白河市体育協会事務局☎�8655

問
文
化
財
課
☎
�
２
３
１
０

(

生
年
不
詳
～
１
３
９
６)



　
市
民
総
ぐ
る
み
市
内
一
斉
清
掃

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加

・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
時　
７
月
３
日
㈰
／
午
前
７

時
か
ら　
※
小
雨
決
行
（
荒
天
の

場
合
は
中
止
）

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
４
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　
表

郷
☎
�
２
１
１
１　
大
信
☎
�
２

１
１
１　
東
☎
�
２
１
１
２

　
環
境
省
で
は
身
近
な
明
か
り
を

消
し
て
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考

え
る
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

特
別
実
施
日
の
６
月
21
日
㈫

（
夏
至
の
日
）、
７
月
７
日
㈭

（
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
）
の
両

日
は
、
午
後
８
時
か
ら
10
時
ま
で
、

自
主
的
に
一
斉
消
灯
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
４

◦
受
付
期
限　
７
月
25
日
㈪
ま
で

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　
内
２
３

８
４

　
市
で
は
、
水
道
の
漏
水
を
防
止

す
る
た
め
、
公
道
お
よ
び
宅
地
内

（
止
水
栓
ま
で
）
の
水
道
管
の
漏

水
調
査
を
行
い
ま
す
。
公
道
は
夜

間
に
、
宅
地
内
は
日
中
に
調
査
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
員
は
、

市
水
道
部
の
腕
章
お
よ
び
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

◦
調
査
期
間　
６
月
１
日
㈬
～
９

月
30
日
㈮

問
水
道
部
☎
�
２
５
４
１

　
東
京
電
力
㈱
で
は
、
原
子
力
損

害
賠
償
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
７
月
１
日
㈮
よ
り
、
相

談
窓
口
の
開
設
時
間
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

◦
開
設
時
間　
月
・
水
・
金
曜
日

／
午
前
９
時
～
午
後
３
時

◦
場
所　
白
河
相
談
窓
口
（
高
山

西
）

問
福
島
原
子
力
補
償
相
談
室
☎
０

１
２
０
︲
９
２
６
︲
４
０
４

　
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
強
調
月
間
で
す
。
こ
の

運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
運
動
の
一

環
と
し
て
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
更
生
ペ
ン
ギ
ン
の
ホ
ゴ

ち
ゃ
ん
」
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　
内
２
３

８
２

　
街
な
か
の
歴
史
あ
る
寺
院
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
座
禅
会
を
開

催
し
ま
す
。

⃝

日
時
　
７
月
２
日
㈯
／
午
前
８

時
か
ら

⃝

会
場
　
月
心
院
（
金
屋
町
）

⃝

定
員
　
20
人　
※
先
着
順

⃝

参
加
料　
５
０
０
円

⃝

申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
内

２
７
４
３

１
５

　
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
夏

休
み
習
い
事
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

⃝

日
時　
７
月
24
日
㈰
・
31
日
㈰
、

８
月
７
日
㈰
／
午
前
10
時
～
正
午

⃝

会
場　

中
央
公
民
館
（
天
神

町
）、
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会
議

室
（
道
場
小
路
）

⃝

内
容　
囲
碁
や
将
棋
、
い
け
ば

な
、
合
唱
な
ど
の
文
化
教
室　

⃝

募
集
期
間　
６
月
24
日
㈮
～
７

月
８
日
㈮

※
教
室
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
学
校
よ
り
チ
ラ
シ
が

配
布
さ
れ
ま
す
。

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　
内
２
３

８
４

　
県
で
は
、
文
化
活
動
支
援
を
目

的
に
、
８
月
１
日
㈪
か
ら
11
月
30

日
㈬
ま
で
に
行
う
次
の
対
象
事
業

の
助
成
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◦
対
象
事
業　
県
内
に
住
所
ま
た

は
活
動
の
本
拠
を
有
す
る
個
人
・

団
体
の
行
う
文
化
活
動
（
成
果
発

表
事
業
、
発
表
会
等
へ
の
参
加
事

業
、
文
化
財
の
保
護
事
業
な
ど
）

◦
日
時　
７
月
４
日
㈪
／
午
後
２

時
30
分
か
ら

◦
会
場　
市
民
会
館
（
手
代
町
）

◦
内
容
　
市
内
中
学
校
８
校
の
代

表
に
よ
る
「
少
年
の
主
張
」、
青

少
年
健
全
育
成
功
労
者
・
優
良
団

体
等
の
表
彰
な
ど

◦
入
場
料
　
無
料

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　
内
２
３

８
３

　
県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
は
、
聴
覚
に
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
を
対
象
に
、
巡
回
相
談
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
の

方
は
、
相
談
日
の
10
日
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝

日
時　
７
月
５
日
㈫
／
午
後
１

時
～
３
時

⃝

会
場　
矢
祭
町
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
（
矢
祭
町
大
字
小
田
川
）

⃝

相
談
内
容　
補
聴
器
の
処
方
、

操
作
方
法
、
医
師
の
診
察
お
よ
び

医
療
相
談

⃝

持
参
品　
身
体
障
が
い
者
手
帳

(

お
持
ち
の
方
）
お
よ
び
印
鑑

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７

・
31
日
㈰
、
８
月
21
日
㈰
・
28
日

㈰
／
午
後
２
時
～
４
時

⃝

会
場　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会

議
室
（
道
場
小
路
）

⃝

受
講
料　
▽
一
括
受
講
（
５
講

座
分
）
４
、０
０
０
円　

▽
個
別

受
講
（
１
講
座
分
）
１
、０
０
０

円　
※
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

⃝

定
員　
各
講
座
40
人　
※
先
着

順
⃝

申
込
期
間　
６
月
10
日
㈮
～
７

月
５
日
㈫

⃝

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
文
化
振
興
課　
内
２
３
８

３

⃝

日
時　
６
月
11
日
・
18
日
・
25

日　
土
曜
日　
計
３
回
／
午
前
10

時
～
午
後
５
時

◦
会
場
　
白
河
商
工
会
議
所
（
道

場
小
路
）

◦
内
容
　
創
業
に
必
要
な
基
礎
知

識
や
計
画
作
成
に
関
す
る
講
座

⃝

対
象　
創
業
に
興
味
が
あ
る
、

準
備
中
、
考
え
て
い
る
方
な
ど
で
、

全
3
回
の
受
講
が
可
能
な
方

⃝

受
講
料　
３
、０
０
０
円

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
�
３
１
０
１

《
平
成
29
年
度
採
用
》

◦
職
種
・
採
用
人
員
　
行
政
事
務

（
大
学
卒
程
度
）　
若
干
名

◦
資
格
　
昭
和
56
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
（
学
歴
・
性
別
不
問
）

◦
第
一
次
試
験
日
　
７
月
24
日
㈰

◦
会
場　
福
島
大
学
（
福
島
市
金

谷
川
）

◦
申
込
期
限　
６
月
24
日
㈮
ま
で

⃝

提
出
先　
白
河
地
方
広
域
市
町

村
圏
整
備
組
合
事
務
局
総
務
課

（
立
石
山
）

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
、
６
月

22
日
㈬
ま
で
の
消
印
有
効
で
す
。

申
込
書
は
、
同
総
務
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

問
同
総
務
課
☎
�
１
１
４
５

　
福
島
大
学
白
河
サ
テ
ラ
イ
ト
教

室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

⃝

テ
ー
マ　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東

ア
ジ
ア
の
近
代
史
と
現
在
」

⃝

日
時　
７
月
９
日
㈯
・
18
日
㈷
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６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１

週
間
は
、「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
。
今
年
は
、「
意
識
を
カ
イ
カ

ク
。
男
女
で
サ
ン
カ
ク
。
社
会
を

ヘ
ン
カ
ク
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
、
男
性
と
女
性
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実

現
に
向
け
、
国
な
ど
で
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務

課
☎
０
３
︲
５
２
５
３
︲
２
１
１

１

⃝

日
時　
７
月
９
日
㈯
／
午
後
０

時
30
分
か
ら

⃝

会
場
　
市
民
会
館
（
手
代
町
）

⃝

内
容　
市
文
化
団
体
連
合
会
の

加
盟
団
体
に
よ
る
民
謡
や
民
舞
な

ど
伝
統
芸
能
の
発
表

⃝

入
場
料　
無
料

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　
内
２
３

８
４

募
集

お
願
い

案
内

くらしの情報館

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
職
員
採
用
試
験

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
職
員
採
用
試
験

福
島
大
学
白
河
サ
テ
ラ

イ
ト
教
室
前
期
講
座

聴
覚
障
が
い
者
巡
回
相
談
会

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

男
女
共
同
参
画
週
間

市
内
一
斉
清
掃

水
道
管
の
漏
水
調
査

創
業
応
援
塾
受
講
者

第
９
回「
白
河
市
民
芸
能
大
会
」

キ
ッ
ズ
☆
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
面
接
交
通
費
補
助

第
２
回
街
な
か
定
期
座
禅
会

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
２
期
福
島
県
文
化
振

興
財
団
助
成
事
業

第
５
回
わ
～
く
わ
く
！

キ
ッ
ズ
☆
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

東
京
電
力
㈱
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
相
談
窓
口
開
設
時
間
の
変
更
～



す
）

※
ご
利
用
の
際
に
は
、
通
知
カ
ー

ド
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
市
民
課　
内
２
１
５
９

　
採
用
面
接
に
要
し
た
交
通
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

⃝

対
象
者　
市
内
企
業
の
求
人
に

応
募
し
、
県
内
で
面
接
を
受
け
る

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者

⃝

補
助
金
額　
居
住
地
か
ら
面
接

地
ま
で
の
交
通
費
（
上
限
１
万
円
、

１
人
に
つ
き
２
回
ま
で
）

⃝

申
請
方
法　
採
用
面
接
後
、
30

日
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

⃝

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
商
工
課　
内
２
２
４
７

　
若
年
層
の
定
住
化
等
を
図
る
た

め
、
一
定
期
間
居
住
後
に
無
償
譲

渡
と
な
る
宅
地
分
譲
事
業
を
行
い

ま
す
。

⃝

事
業
概
要　
15
年
間
は
賃
貸
借

契
約
（
１
㎡
あ
た
り
月
額
15
円
）、

そ
の
後
無
償
譲
渡
契
約
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
５
区
画
全
て
に
譲
渡

時
～
５
時

◦
会
場
　
え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

◦
入
場
料
　
無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　
遠え

ん
ど
う藤
☎
０
９
０
︲
１
４

９
６
︲
７
６
１
０

◦
日
時　
6
月
25
日
㈯
／
正
午
か

ら　

※
小
雨
決
行
（
荒
天
の
場

合
は
中
止
）

◦
会
場
　
関
の
森
公
園
（
旗
宿
）

◦
入
場
料
　
無
料

◦
内
容
　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

ほ
た
る
鑑
賞
会

問
白
河
の
関
ほ
た
る
ま
つ
り
実
行

委
員
会　

大お
お
た
け竹

☎
０
９
０
︲
２
７

９
９
︲
８
８
４
２

⃝

日
時　
６
月
28
日
㈫
／
午
後
７

時
～
９
時

⃝

定
員　
15
人　
※
先
着
順

⃝

参
加
料　
２
、
４
０
０
円

⃝

申
込
期
限　
６
月
24
日
㈮
ま
で

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

⃝

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

白
河
商
工
会
議
所
☎
�
３
１
０
１

　
介
護
保
険
施
設
等
を
利
用
す
る

低
所
得
の
方
に
対
し
、
負
担
軽
減

制
度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
の
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
要
件　
①
本
人
お
よ
び
同
一
世

帯
の
方
全
て
が
住
民
税
非
課
税
者

で
あ
る
こ
と　
②
本
人
の
配
偶
者

（
別
世
帯
も
含
む
）
が
住
民
税
非

課
税
者
で
あ
る
こ
と　
③
預
貯
金

等
合
計
額
が
、
単
身
者
は
１
千
万

円
以
下
、
配
偶
者
が
い
る
場
合
は

両
者
で
２
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ

と
（
金
融
機
関
へ
の
照
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
）

⃝

受
付
期
間
　
６
月
15
日
㈬
～
７

月
15
日
㈮

⃝

申
請
方
法
　
申
請
書
類
を
本
庁

舎
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
各
庁
舎
地

域
振
興
課
に
提
出
す
る
か
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

⃝

申
請
書
類
　
負
担
限
度
額
認
定

申
請
書
、
同
意
書
、
預
貯
金
等
の

額
が
分
か
る
も
の
、
非
課
税
年
金

の
額
お
よ
び
種
別
が
わ
か
る
も
の

※
前
年
度
認
定
者
に
は
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
申
請
は
代

理
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◦
日
時　
６
月
16
日
㈭
／
午
後
３

時
30
分
か
ら

◦
会
場　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

◦
内
容　
▽
講
演
「
最
近
の
世
界

情
勢
と
日
本
」　

▽
講
師　

杏
林

大
学
名
誉
教
授　
田た

く

ぼ

久
保
忠た

だ
え衛

氏

◦
参
加
費　
無
料

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
�
１
４

２
７

◦
日
時　
６
月
19
日
㈰
／
午
前
10

時
～
午
後
２
時

◦
会
場　
す
ぱ
ー
く
白
河
（
北
中

川
原
）

◦
内
容
　
ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー
・
し
ら

か
わ
ん
の
来
場
、
高
齢
者
疑
似
体

験
、
パ
ト
カ
ー
乗
車
体
験
、
授
産

施
設
展
示
販
売
、
演
芸
な
ど

問
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�
１
１
５

９《
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手　
紗さ

わ羽
し
ゅ

う
こ
》

◦
日
時
　

6
月
19
日
㈰
／
午
後
４

⃝

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７
３

８◦
日
時　
6
月
18
日
㈯
～
７
月
２

日
㈯
／
午
前
10
時
～
午
後
10
時　

※
木
曜
定
休
日

◦
会
場
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ

ェ
Ｅエ

マ

ノ

ン

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ （
本
町
）

◦
入
場
料　
無
料

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
Ｅ
Ｍ

Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
☎
０
８
０
︲
１
８
１
３

︲
２
５
４
５

◦
日
時　
７
月
10
日
㈰
／
午
後
２

時
～
４
時
　

◦
会
場
　
ア
ナ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
プ

ラ
ザ
（
北
中
川
原
）

◦
講
師
　
デ
ュ
ー
ク
更さ

ら
い
え家
氏

◦
参
加
料
　
４
、
３
２
０
円

⃝

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

デ
ュ
ー
ク
更
家
ワ
ン
デ
ィ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
事
務
局　
鈴す

ず
き姫
☎
０
９
０

 

︲
１
４
９
５
︲
０
６
７
２
／
ＦＡＸ
�

５
５
4
１

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
販
売
窓
口

ご
と
に
取
り
扱
い
席
種
等
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
チ
ケ
ッ
ト
販
売
窓
口　
白
河
商

工
会
議
所
、
表
郷
商
工
会
、
大
信

商
工
会
、
ひ
が
し
商
工
会
、
市
中

央
体
育
館
、
白
河
観
光
物
産
協
会
、

う
す
い
百
貨
店
、
セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ

ト問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　
内
２
３

２
６

　　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
の
写
真
撮
影
か
ら

申
請
ま
で
を
一
括
し
て
済
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
る
、
証
明
写
真
機
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
公

的
な
身
分
証
明
書
に
な
る
ほ
か
、

今
後
、
納
税
や
年
金
受
給
な
ど
の

行
政
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

⃝

設
置
場
所
　
本
庁
舎
正
面
玄
関

⃝

利
用
日
時　
平
日
／
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
、
日
曜
日

（
連
休
の
場
合
は
最
終
日
）
／
午

前
８
時
30
分
～
正
午

⃝

利
用
料
金　

８
０
０
円
か
ら

（
撮
影
モ
ー
ド
に
よ
り
異
な
り
ま

　
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
福
島

民
報
社
で
は
、
金
婚
式
を
迎
え
る

夫
婦
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
者
は
、
昭
和
41
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ

れ
た
夫
婦
で
す
。
表
彰
を
希
望
さ

れ
る
方
は
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課
、

各
庁
舎
地
域
振
興
課
ま
た
は
各
老

人
ク
ラ
ブ
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
昨
年
ま
で
申
し
込
み

を
さ
れ
な
か
っ
た
金
婚
夫
婦
も
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。

◦
申
込
期
限　
７
月
15
日
㈮
ま
で

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７

２
２

　
８
月
８
日
㈪
、
市
中
央
体
育
館

（
北
中
川
原
）
で
「
大
相
撲
白
河

場
所
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
力
士

た
ち
の
力
強
い
取
組
の
ほ
か
、
本

場
所
で
は
見
ら
れ
な
い
初し

ょ
っ
き
り切

や
相

撲
甚じ

ん
く句

な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
次
の
窓
口
で
チ
ケ
ッ
ト
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予
定
者
が
決
定
し
な
い
場
合
、
事

業
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

⃝

応
募
要
件　
①
現
在
、
白
河
市

以
外
に
居
住
し
て
い
る
こ
と　
②

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
こ

と　
③
分
譲
契
約
か
ら
１
年
以
内

に
住
宅
の
着
工
を
す
る
こ
と

⃝

場
所
・
区
画
数　
東
下
野
出
島

字
小
丸
山
地
内
／
５
区
画

⃝

申
込
期
限　
８
月
31
日
㈬
ま
で

⃝

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

東
庁
舎
地
域
振
興
課　
☎
�
２
１

１
１

　
福
島
地
方
法
務
局
で
は
、
待
ち

時
間
解
消
の
た
め
、
登
記
相
談
を

予
約
制
と
し
ま
し
た
の
で
、
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局
☎

�
１
２
０
１

　
市
土
地
改
良
区
の
一
般
お
よ
び

維
持
管
理
賦
課
金
の
納
入
期
限
は

６
月
30
日
㈭
で
す
。
納
期
内
に
忘

れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
事
務
局
☎
�
１
１
５
8

ま
ち
か
ど

くらしの情報館

案
内

立
教
志
塾
講
演
会

し
ら
か
わ
福
祉
ま
つ
り

金
婚
夫
婦
の
表
彰

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
面
接
交
通
費
補
助

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申

請
用
証
明
写
真
機
の
設
置

中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

白
河
ま
ち
な
か
逸
品

ち
ょ
い
飲
み
ツ
ア
ー

中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

白
河
法
人
会
・
立
教
志
塾
共
催

～
公
開
講
演
会
～

デ
ュ
ー
ク
更
家
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
レ
ッ
ス
ン
＆
家
庭
の
医
学

切
り
絵
屋
梨
々

～
焦
香
の
切
り
絵
展
～

白
河
の
関
ほ
た
る
ま
つ
り

白
河
の
関
ほ
た
る
ま
つ
り

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

土
地
改
良
区
賦
課
金

小
野
田
小
児
童
増
加
促
進

対
策
～
宅
地
分
譲
事
業
～

大
相
撲
白
河
場
所

～
チ
ケ
ッ
ト
好
評
販
売
中
～

法
務
局
登
記
相
談
の
予
約
制



　乳幼児期は、むし歯になりやすい時期です。特
に、生えて間もない乳歯や永久歯は、石灰化の進
行が十分でなく弱いため、むし歯になりやすい状
態です。そのため、この時期は、保護者の「仕上
げみがき」が不可欠で、おやつのあげ方や食習慣
への配慮も大切です。乳歯のうちから、むし歯予
防の正しい知識を身につけ、歯を大切にしましょ
う。
《むし歯予防の３原則》
◦菌を付着させない
　　乳幼児期から、食べたらみがく習慣をつけま
　しょう。「仕上げみがき」も毎日行い、むし歯菌
　と歯垢を除去しましょう。
◦酸を作らせない
　　砂糖を含む食べ物や飲み物を口にするたび
　に、むし歯菌が作り出す酸で、歯は溶けやすい
　状態になります。おやつの回数、ダラダラ食い
　に注意しましょう。
◦歯を溶かさせない
　　フッ化物は、歯の質を強くし、むし歯になり
　にくくする効果があります。フッ化物で、歯を
　強化しましょう。

ｉｐｈｏｎｅ Ａｎｄｒｏｉｄ
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Child rearing informationHealth information

子育て情報保健情報

月休日救急医療当番医
歯　科 医 療 機 関 名 住 所 電話番号
3日㈰ た ま ち 歯 科 医 院 矢吹町田町 �4889
10日㈰ 佐 久 間 歯 科 医 院 矢吹町本町 �3118
17日㈰ 佐 藤 歯 科 医 院 中 山 南 �1184
18日㈷ 鈴 木 歯 科 医 院 立 　 石 �6191
24日㈰ 円 谷 歯 科 医 院 北中川原 �1255
31日㈰ す ず き 歯 科 矢吹町八幡町 �5555

小児科 医 療 機 関 名 住 所 電話番号
3日㈰ 樋口小児クリニック 矢吹町大久保 �2040
10日㈰ みうら小児クリニック 白　　坂 �1001
17日㈰ わたなべ子どもクリニック 老 久 保 �2166
18日㈷ ねもとキッズクリニック 立 石 山 �5623
24日㈰ 岡﨑小児科内科医院 結　　城 �7811
31日㈰ 関 医 院 横　　町 �3003

内科・外科 医 療 機 関 名 住 所 電話番号
3日㈰ いがらし内科クリニック 老 久 保 �9111
10日㈰ 宇都宮クリニック 北 真 舟 �1570
17日㈰ 大 髙 整 形 外 科 昭 和 町 �9988
18日㈷ 片倉内科胃腸科クリニック 立 　 石 ㉗2770
24日㈰ 大 髙 内 科 胃 腸 科 道場小路 �1456
31日㈰ 片倉医院　産科・婦人科 昭 和 町 �2459

７

■児童手当の現況届
■個別検診のお知らせ～年に１度は検診を～

■夏の蚊の対策

■禁煙にチャレンジ

■7月の健康相談のお知らせ

◦小児平日夜間救急外来

◦受診に迷ったときは

▷診察日　平日／午後７時30分～９時30分
▷場　所　白河厚生総合病院小児科外来（豊地）
※受診前に必ず電話し、「小児平日夜間救急外
　来」とお伝えください。
▷問い合わせ先　同病院☎�2211

☎♯8000／午後７時から翌朝８時まで

ダウンロードはこちら

　６月22日㈬から「個別検診」の申し込みを開
始します。受診を希望される方は、医療機関に
直接お申し込みください。

　成人の方を対象に「健康相談」を行っていま
す。お気軽にご相談ください。なお、健康手帳
をお持ちの方は、ご持参ください。

　児童手当を受給している方は、毎年６月に「現
況届」の提出が必要です。この届出は、児童手当
を引き続き受ける要件があるかどうかを確認す
るためのものです。
　現況届の提出がない場合は、６月分以降の手当
が受けられなくなりますので、ご注意ください。
◦受付場所・期間
　▷本庁舎こども育成課特設窓口（１階ロビー）
　　・各庁舎地域振興課
　　６月１日㈬～30日㈭　※平日のみ
　▷各行政センター
　　６月１日㈬～21日㈫　※平日のみ
◦受付時間
　午前８時30分～午後５時15分
◦持参するもの
　　現況届（６月上旬に郵送します）、　印鑑、請
　求者（保護者）本人の健康保険証のコピー、平
　成28年１月２日以降に転入された方は、平成
　28年１月１日に住所があった市区町村から取
　得した「平成28年度児童手当用所得証明書」
　※児童の住所が本市以外の場合や児童と別居
　　している場合など、状況に応じて他の書類の
　　提出が必要になる場合があります。

■子どものむし歯予防

　喫煙は健康に大きな影響を与えます。がんや呼
吸器疾患の発症に関わり、生活習慣病の大きな要
因にもなっています。
　禁煙にチャレンジしてみませんか。禁煙外来は
自力での禁煙に比べ、薬物療法や行動療法等によ
り禁煙しやすいメリットがあります。
　また、一定の条件を満たせば、保険が適用され
ます。詳しくは、お問い合わせください。

妊娠・出産、中学生までの成人向けの

問健康増進課(中央保健センター)☎�2112

問本庁舎こども育成課給付係　内2732／各庁舎
　地域振興課　表郷☎�2114　大信☎�3974
　東☎�2113

個別検診の種別 個別検診の期間
生活習慣病予防健診、胃がん、肺
がん、肝炎ウイルス、前立腺がん

７月１日㈮～
10月31日㈪

大腸がん、乳がん、子宮頸がん ７月１日㈮～
12月22日㈭

◦受診の際は、保険証と特定健診受診券（国保
　の方で特定健診を受ける方）を持参してくだ
　さい。
◦実施医療機関および料金等は「平成28年度市
　民検診のお知らせ（保存版）」をご覧ください。

　中南米で感染が広がっている「ジカウイルス感
染症」は、ジカ熱とも呼ばれ、ジカウイルスを持
った蚊に刺されることにより生じる感染症です。
　ジカ熱で健康な人が死に至ることはまれです
が、基礎疾患があり免疫力が低下している人や、
妊婦は注意が必要です。
　夏の蚊の対策として、発生源となる不要な水た
まりは除去しましょう。蚊の多い場所では長袖、
長ズボンを着用し、蚊に刺されないように注意し
ましょう。また、防虫スプレーなどの使用も効果
的です。
　海外の流行地域へ渡航する際は、特に注意が必
要です。妊婦や妊娠の可能性のある方は、流行地
への旅行を避けることが望ましいです。

《白河地域》
◦日時･会場
７日㈭／13:15から／アナビースポーツプラザ

《表郷地域》
◦日時･会場
６日㈬／ 9:30から／表郷保健センター
６日㈬／13:30から／犬神集落センター
11日㈪／ 9:30から／高木集会所
20日㈬／ 9:30から／上願ふれあいセンター
《大信地域》
◦日時･会場
27日㈬／10:00から／大信保健センター
《東地域》
◦日時･会場
20日㈬／ 9:30から／東保健センター
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月の献血

月の無料相談７
種　類 開設日 時 間 会 場 ・ 問 い 合 わ せ 先 内　容

弁護士法律相談
（要予約）

  5日㈫ 10：00 〜 12：00 ◦東農業技術センター
問東庁舎地域振興課☎�2111

多重債務、離婚・相
続問題などの法的な
トラブル、被災者の
抱える二重ローン問
題の相談など

  6日㈬
20日㈬

①10：00 〜 12：00
②13：00 〜 16：00

◦本庁舎地下第1会議室
問本庁舎生活環境課　内216813日㈬ 10：00 〜 12：00

27日㈬ 13：00 〜 16：00

市民あったか相
談所

月〜金
曜日 8：30 〜 17：15 ◦本庁舎生活環境課（１階）

問本庁舎生活環境課内専用電話☎�1717
市行政等に関する相
談

心配ごと相談 12日㈫
26日㈫ 10：00 〜 12：00 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問社会福祉協議会☎�4222
生計、家族に関する
ことなど

障がい者相談会
（要予約） 26日㈫ 13：30 〜  　　　  ◦本庁舎地下第1会議室

問本庁舎社会福祉課　内2714 障がいに関する相談

心の健康相談
（要予約） 20日㈬ 13：30 〜 15：00 ◦県南保健福祉事務所（郭内）

問県南保健福祉事務所☎�5649
うつ状態、ひきこも
りなどに関すること

認知症の人と家
族の会 24日㈰ 13：30 〜 15：30 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問同県南地区事務局☎�2394
認知症本人と家族の
相談や話し合いなど

ハートライン
（いじめ等相談電話）

月〜金
曜日 ９：00 〜 18：00 問ハートライン相談専用電話

　☎0800-800-1893（フリーダイヤル）
児童・生徒のいじめ
等に関する相談

《５月１日現在の人口》
▷人口　62,001人（－33）
　男　　30,705人
　女　　31,296人
▷世帯　23,411世帯（＋36）
※（　）内は前月比

《７月の日曜窓口》（本庁舎）
▷日時　３日㈰・10日㈰・18日㈷・24日㈰・31日㈰
　　　　午前８時30分〜正午
《納期限》6月30日㈭
♢市県民税（全期前納・第１期）

《善意の窓》
<愛の基金>
♥１万円　鈴木晴彦　様（東釜子）
♥10万円　田代剛己　様（昭和町）
♥２万円　矢吹賢則　様（東釜子）
♥３万円　中山康子　様（五番町川原）
♥５千円  金勝寺ボランティア　佐藤　力　様
（金勝寺）
<小峰城城郭復元基金>
♥５万円　佐川庄一　様（板橋）　
♥20,489円　太鼓のぼお　芳賀　一　様
♥13,327円　東大沼地区テレビ共聴組合　様
♥100万円　匿名　様
<学校給食への提供>
♥小松菜　江戸川区学校給食友の会　代表　小原英行　様
<スポーツ振興基金>
♥８万円　鈴木隆司税理士事務所　様
<仮設住宅等支援者>
♥日本カイロプラクターズ協会　様 

『
橋
の
意
味
す
る
も
の 

』

　
橋
は
境
界
で
あ
る
。
広
重
の
江
戸
名
所
百
景

に
は
、
よ
く
太
鼓
橋
が
出
て
く
る
。
人
が
通
れ

な
い
ほ
ど
半
円
形
に
湾
曲
し
て
い
る
。
大
阪
の

住
吉
大
社
は
さ
ら
に
急
カ
ー
ブ
。
鶴
岡
八
幡
宮

も
白
河
の
鹿
嶋
神
社
も
容
易
に
渡
れ
な
い
。
渡

る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

太
鼓
橋
は
人
と
神
の
世
界
を
分
け
て
い
る
。
だ

か
ら
神
社
の
入
口
に
置
か
れ
る
。

　
橋
を
渡
る
こ
と
は
別
の
世
界
へ
の
旅
立
ち
に

な
る
。
東
海
道
五
十
三
次
が
、
江
戸
日
本
橋
に

始
ま
り
、
京
の
三
条
大
橋
で
終
わ
る
の
は
、
決

し
て
偶
然
で
は
な
い
。
別
の
世
界
と
は
、
日
常

性
を
超
え
た
も
の
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
異い

ぎ
ょ
う形
の

者
と
出
会
う
場
と
な
る
。
牛
若
丸
が
荒
法
師
弁

慶
と
会
う
の
が
、
寺
で
は
な
く
、
五
条
大
橋
な

の
も
こ
れ
を
暗
示
し
て
い
る
。

　
近
松
門
左
衛
門
の
傑
作
の
「
心し

ん
じ
ゅ
う
て
ん
の
あ
み
じ
ま

中
天
網
島
」。

義
理
と
愛
に
縛
ら
れ
た
治じ

へ

え

兵
衛
と
小
春
の
道
行

き
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
、
名
残
り
の
「
橋
づ

く
し
」。
天
神
橋
、
梅
田
橋
、
天て

ん
ま
ば
し

満
橋
・
・
・
。

ひ
と
つ
橋
を
渡
る
た
び
冥め

い
ど土
に
近
づ
く
。
山
の

端
が
白
く
な
る
頃
、
終し

ゅ
う
え
ん焉
の
地
網
島
へ
。
橋
は

生
と
死
の
境
界
に
な
る
。

　

橋
は
出
会
い
と
別
れ
の
場
。
藤ふ

じ
さ
わ沢
周し

ゅ
う
へ
い平
に

「
橋
も
の
が
た
り
」
と
い
う
短
編
が
あ
る
。

様
々
な
人
が
、
行
き
交
う
江
戸
の
橋
を
舞
台
と

し
て
、
男
と
女
の
出
会
い
と
別
れ
が
描
か
れ
る
。

町
の
様
子
や
、
懸
命
に
生
き
る
市し

せ
い井
の
人
々
の

喜
怒
哀
楽
が
、
い
き
い
き
し
て
い
る
。
ま
る
で

そ
の
時
代
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
だ
。

　
家
が
倒
れ
た
。
道
が
壊
れ
た
。
城
が
崩
れ
た
。

熊
本
地
震
に
胸
が
え
ぐ
ら
れ
る
。
特
に
熊
本
城

の
被
害
は
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
。
熊
本
市
や
マ

ス
コ
ミ
か
ら
、
小
峰
城
復
旧
の
問
い
合
わ
せ
が

相
次
ぐ
。
震
災
後
、
私
た
ち
は
手
探
り
の
中
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
壁
を
乗
り
越
え
、
知
見
を
蓄
え

て
き
た
。
城
は
誇
り
と
文
化
の
象
徴
。
だ
か
ら

こ
そ
、
時
間
と
労
力
を
か
け
、
じ
っ
く
り
取
り

組
む
よ
う
、
本
市
の
体
験
を
伝
え
た
い
。

　
橋
の
崩
落
に
も
息
を
の
ん
だ
。
橋
は
人
を
運

び
、
荷
を
運
び
、
情
報
を
運
ぶ
。
急き

ゅ
う
し
ゅ
ん峻
な
地
形

の
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が
多
い
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海
上
に
は
米
粒
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よ
う
な
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が
連
な
る
。
こ
れ
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つ
な
ぐ
橋
は
、

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
。
一
日
も
早
い
再
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を

切
望
す
る
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一
方
、
橋
に
は
文
化
的
意
味
が
あ
る
。
此し

が
ん岸

と
彼ひ

が
ん岸
の
異
質
な
世
界
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つ
な
ぐ
。
何
か
が
出

会
い
何
か
が
生
ま
れ
る
。
古
代
か
ら
「
は
し
」

と
い
う
言
葉
は
あ
る
。
橋
・
梯
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端
・
箸
の
漢

字
が
あ
て
ら
れ
た
。
梯
は
神
と
人
を
縦
に
結
び
、

橋
は
人
と
人
を
水
平
に
結
ぶ
。
箸
は
食
と
口
の

間
を
渡
す
。
端
は
出
入
り
口
。
人
と
人
、
時
間

と
場
所
の
隔
た
り
を
表
わ
す
間
を
「
は
し
」
と

読
む
説
も
あ
る
。
橋
は
、
宗
教
・
美
術
・
文
学

と
深
く
関
わ
り
合
っ
て
い
る
。

　
橋
は
造
形
美
の
象
徴
。
京
都
の
渡と

げ
つ
き
ょ
う

月
橋
。
曇

り
が
な
い
夜
空
に
、
月
が
さ
な
が
ら
、
橋
を
渡

る
よ
う
に
見
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
ゆ
っ
た

り
し
た
桂
川
の
流
れ
。
桜
・
紅
葉
と
季
節
ご
と

に
見
事
な
色
を
織
り
な
す
嵐
山
。
こ
の
橋
は
景

勝
地
の
風
景
の
ひ
と
つ
に
納
ま
り
、
自
ら
を
誇

示
し
て
い
な
い
。
黄
金
分
割
に
な
っ
て
い
る
嵐

山
と
渡
月
橋
は
、
美
し
さ
が
際
立
つ
。

　
岩
国
の
錦き

ん
た
い
き
ょ
う

帯
橋
。
清
流
錦
川
に
か
か
る
五
連

の
木
造
ア
ー
チ
橋
は
、
大
き
く
美
し
い
。
上
は

頑
丈
な
組
木
、
下
は
堅
固
な
石
垣
積
み
。
城
を

造
る
気
概
と
技
術
の
粋
を
こ
ら
し
た
。
河
原
か

ら
見
る
と
空
に
虹
が
架
か
っ
た
よ
う
。
ま
わ
り

の
景
観
を
従
え
、
堂
々
と
し
て
い
る
。

　
心
に
残
る
橋
も
あ
る
。
面
影
橋
。
都
内
で
唯

一
残
る
路
面
電
車
の
、
早
稲
田
駅
に
ほ
ど
近
い
。

神
田
川
に
か
か
る
小
さ
く
特
徴
の
な
い
橋
。
だ

が
懐
か
し
い
チ
ン
チ
ン
電
車
の
風
景
と
音
。
甘

く
切
な
い
南
こ
う
せ
つ
の
「
神
田
川
」
の
世
界
。

こ
れ
ら
が
交
じ
り
合
い
、
叙
情
的
な
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
橋
。
目
黒
と
恵
比
寿
の
間
の
跨
線

橋
。
米
国
万
博
で
展
示
さ
れ
た
橋
を
買
い
取
り

架
設
し
た
。
何
の
変
哲
も
な
い
。
そ
れ
が
山
口

洋
子
の
詩
で
ド
ラ
マ
に
な
る
。
か
つ
て
の
恋
仲

が
偶
然
再
会
す
る
。
青
春
の
ひ
と
時
を
思
い
起

こ
す
が
、
元
に
戻
る
に
は
時
が
た
ち
過
ぎ
て
い

る
。
昼
と
夜
が
交
わ
る
黄た

そ
が
れ昏
時
。
未
練
を
振
り

切
る
よ
う
、
コ
ー
ト
の
衿
を
立
て
橋
を
渡
る
。

神
田
川
も
ア
メ
リ
カ
橋
も
、
私
の
好
き
な
曲
だ
。
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市長の手控え帖

実施日 実 施 事 業 所 住 所 時　　間

７日㈭ 街頭献血キャンペーン
ＪＲ白河駅前イベント広場 郭内 10:30〜18:00

《市営住宅の募集》
市営住宅の募集は、毎
月15日に発表してい
ます。詳しく
は、市ホーム
ページをご覧
ください。

（４月分）

７



編
集
・
発
行
／
白
河
市
秘
書
広
報
課
　

〒
961-8602　

福
島
県
白
河
市
八
幡
小
路
7-1
☎
㉒
1111（

代
）
／
Ｆａｘ
㉗
2577

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
hisho@

city.shirakaw
a.fukushim

a.jp

表
郷
庁
舎
　
〒
961-0492　

表
郷
金
山
字
長
者
久
保
２
　
☎
㉜
2111

／
Ｆａｘ
㉜
2234

大
信
庁
舎
　
〒
969-0392　

大
信
町
屋
字
沢
田
15-1　

☎
㊻
2111

／
Ｆａｘ
㊻
2409

東
庁
舎
　〒
961-0392　

東
釜
子
字
殿
田
表
50　

☎
㉞
2111

／
Ｆａｘ
㉞
3584

「広報白河」は、環境にやさしい再生紙
と植物油インキを使用しています。
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広
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ら
か
わ
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．１
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o.127

　４月15日・16日に行われた「プロジェクションマッピング
2016はるか」で、映像に合わせて迫力ある生演奏を披露し
た「大信こだま太鼓」。４歳から63歳の総勢24人で活動して
います。
　そのメンバーの一人、藤島美優さん（大屋小５年）は、「も
っとたくさんの曲を覚えて、皆の前で演奏したい」と笑顔で
話してくれました。
　練習では、美優さんの影響で太鼓を始めた祖父の豊

ゆたか

さんと
向かい合い、会話するように太鼓を叩く姿が印象的でした。

人物 ｅｐｏｒｔ
藤
ふじしま

島　美
み ゆ う

優さん～注目のあの人を紹介～

住　　所：北中川原146
営業時間：11:00 ～（スープが無くなり次第終了）
定 休 日：不定休

　

昭
和
26
年
、
菊き

く
ち地

二ふ

み三
さ
ん
が
白
河

ラ
ー
メ
ン
の
元
祖
「
亀か

め
げ
ん源

」
の
木
伏
源

松
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
「
菊
忠
食
堂
」

と
し
て
桜
町
に
創
業
。
そ
の
後
、
息
子

の
敬け

い
い
ち一
さ
ん
が
２
代
目
と
し
て
お
店
を

引
き
継
ぎ
、
現
在
の
北
中
川
原
に
「
ラ

ー
メ
ン
処
菊
忠
」
を
構
え
ま
し
た
。
現

在
は
、
敬
一
さ
ん
の
息
子
で
３
代
目
の

構こ
う
ど
う道
さ
ん
（
35
歳
）
が
お
店
を
任
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
伝
統
の
味
を
大
切
に
し
て
、
新
し

い
味
に
も
挑
戦
し
た
い
。
ラ
ー
メ
ン
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
素
材
や
味
の
創
造

が
膨
ら
ん
で
眠
れ
な
く
な
る
」
と
話
す

構
道
さ
ん
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
最
高
の
一
杯
を
目
指
し
、
日
々

挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。「
お
店
を
任
せ

ら
れ
て
か
ら
基
本
的
に
は
何
も
変
え
て

い
な
い
」
と
話
し
な
が
ら
も
、
素
材
へ

の
こ
だ
わ
り
を
語
る
そ
の
様
子
か
ら
は
、

ラ
ー
メ
ン
に
対
す
る
熱
い
情
熱
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

ラ
ー
メ
ン
は
醤
油
と
味
噌
の
２
種
類
。

醤
油
ラ
ー
メ
ン
は
、
鶏
が
ら
か
ら
丁
寧

に
作
ら
れ
た
創
業
時
か
ら
の
伝
統
の
味
、

味
噌
ラ
ー
メ
ン
は
２
代
目
が
作
り
上
げ

た
新
し
い
定
番
の
味
。
麺
は
３
日
か
け

て
作
り
上
げ
る
自
家
製
の
手
打
ち
麺
。

　

伝
統
の
味
を
守
り
つ
つ
、
素
材
の
質

に
こ
だ
わ
っ
た
一
杯
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
白
河
は
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
ラ
ー
メ
ン
処
で
、
市
内

に
は
１
０
０
軒
を
超
す
店
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
ー
メ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
お
い
し
さ
を
追
求

す
る
店
主
た
ち
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
号
の締

め
の
一
杯

ラ
ー
メ
ン
処
菊
忠

第
２
回

《白河市公式ページ》

旬な話題をチェック

《ｉ広報紙》《白河市ホームページ》

最新の情報をチェック

ー 老後を笑顔で迎えるために ―

１．りりしい表情で演奏する美優さん　２．祖父の
豊さんと　３．「大信こだま太鼓」のメンバー

１

２

３

アプリで情報チェック
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